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１．はじめに  

 東北電力㈱では，電力の安定供給，環境負荷低減等

を目的として，既設新仙台火力発電所 1・2 号機を廃

止し，液化天然ガス（以下，「LNG」という。）を燃料

とする発電出力49万kW の3号系列を新設するリプレ

ース工事を実施中である（図－１）。 

3 号系列は，震災後の供給力を確保するため，1 号

機の運転を継続しながら工事を実施しており，種々の

制約の中で最新鋭 LNG コンバインドサイクル発電設

備，当社初となる LNG 燃料設備，LNG 受入桟橋など

多岐に亘る設備を建設するとともに，工事費低減のた

め，既存設備を最大限に利用する計画としている。ま

た，コンクリート殻などの建設副産物は，構内で再利

用するなど環境面にも配慮している。今回，3 号系列

で採用した土木技術について報告する。 

 

２．排熱回収ボイラ基礎 

排熱回収ボイラ（以下，「HRSG」という。）は，上

部に煙突が設置される高さ 100m の鉄骨造構造物であ

る。基礎スラブの設計にあたっては，基礎スラブをシ

ェル要素，鋼管杭を非線形バネ要素にモデル化し，

FEM 解析により応力度評価を行った。また，上部構造

と地盤の相互作用について上部構造－地盤の一体型

モデルで動的解析を実施し，杭応力が終局耐力以内で

あることを確認した。 

解析の結果，大きな引抜力が発生する杭は，周面摩

擦力が大きく取れる「プレボーリング拡大根固工法

（SUPER KING 工法）」を，それ以外については「中

掘拡大根固め工法」を採用し，工事費低減を図った。 

３．LNG 桟橋 

当発電所前面海域に建設中の LNG 受入桟橋は，最

大 21 万ｍ3級の LNG 船，最小 1 万 DWT 級のタンカー

の他，60 隻以上の船種，船型の異なる船舶が接岸・係

留・荷役可能な設計としており，このようなドルフィ

ン構造の桟橋は国内で例を見ない。 

今回の工事では，建設費低減のため，①斜杭（鋼管

杭）角度 20゜を基本とした組杭構造の採用，②接岸設

備の配置・構造の合理化，③プラットホーム，係留ド

ルフィン等の最小化，④鋼管杭打設方法の開発（JVC

工法），⑤陸上施工の拡大による作業効率の向上（鋼

棒吊材足場・型枠支保工，プレキャスト部材の採用な

ど）を図り，徹底したコスト低減に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．工期短縮の方策 

1 日でも早い運転開始を目指し，各工事において工

期短縮を図るため種々の検討を行なっている。 

（１）発電所本館・HRSG基礎 

①作業効率を考慮した配筋の採用，②土留鋼矢板の

埋設型枠としての利用，③コンクリート鉛直打継面へ

の凸凹状打継面形成によるチッピング作業省略など

施工の効率化を図った。 

また，周辺プラントの供給力からコンクリート打設

割りを計画し，関係各所と調整のうえ約半年前にコン

クリートの出荷（7 社，最大約 3,000ｍ3/日）を予約し，

震災復興によるコンクリート供給不足を回避した。 

キーワード 工事費低減，工期短縮，有効利用 
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図－1 新仙台火力発電所３号系列 鳥瞰図 

 
写真－2 鋼管杭打設状況（JVC 工法） 



 
 

現場では，風雪時でも予定どおりコンクリート打設

できるよう可動式全天候型養生屋根を設けた。 

これらの方策により，当初 2 ヵ年程度を見込んでい

た工期を約 6 ヶ月に短縮することができた。 

（２）LNGタンク防液堤 

防液堤は，高さ約 

40ｍ，壁厚 0.65～1.2 

ｍ，直径約 80ｍの円 

筒状プレストレスト 

コンクリート壁構造 

である。施工は大型 

スライド型枠（幅 4.5 

×高 5.7ｍ）を採用し 

高さ方向に 9 分割し 

て行うこととし，1 リ 

フトの高さを最大で 

5.6ｍにすることで，約 1 ヶ月の工期短縮を図った。 

５．津波漂流物対策 

東日本太平洋沖地震津波（以下，「3.11 津波」とい

う。）により，既設発電所は大きな被害を受けたこと

から，3 号系列では海域に面して重要施設である LNG

タンクが設置されており，対岸にあるコンテナヤード

からの津波漂流コンテナの衝突による LNG タンクへ

の被害が懸念されたことから，3.11 津波の断層モデル

を使用して津波漂流物シミュレーションを実施し，安

全性を確認することとした。 

現在までに予備解析を終了し，漂流物が到達しない

ことを確認しているが，今後，より適切に現地地形，

地物を反映させたモデルにより本解析を実施し，必要

応じて対策工を検討していく。 

６．構内緑化 

構内の緑地面積については，仙台市条例にもとづき

敷地面積の 14%以上，約 4.6ha の樹林と草地から成る

緑地を確保する計画である。 

樹林形成にあたっては，周辺の生態系との連続性や

多様な動植物の育成，育成環境の早期確保を目的とし

て，樹高 30～50cm の地元種のポット苗を自然に近い

形で密植・混植（3～4 本/㎡）する「エコロジー緑化」

手法を採用することとした。樹種は，隣接樹林から連

続性を確保できるクロマツを含む常緑樹主体とし，マ

ウンド緑化を海岸線沿いに設けて海岸から設備の視

覚遮蔽を図るとともに水辺や松林等の既存風景と調

和する緑地の形成を図ることとしている。 

７．既設構造物の有効利用 

建設費の低減，廃棄物の抑制を目的として既設設

備を最大限有効利用する計画とし，1・2 号機復水機

冷却用水設備のうち取水設備については約 93％，放

水設備については約 52％を再利用することとした。 

既設設備は，建設から約 43 年経過した構造物で

あり，再利用にあたっては，健全度調査としてコン

クリート構造物については，コンクリート強度，塩

化物イオン濃度，鉄筋の腐食状況調査等を，鋼構造

物についは，板厚測定等を実施して設備が健全であ

ることを確認のうえ耐震性のバックチェックを実施

した結果，補強は必要とせずそのまま利用すること

とした。 

８．廃棄物の有効利用 

不要設備の撤去で発生したコンクリート殻，アス

ファルト殻については，現場内で破砕して骨材を製

造し，全量を基礎砕石，工事用道路，資材置場に利

用した。また，掘削残土は，震災の影響により沈下

した構内の盛土や防潮堤と兼用の緑化盛土として全

量活用し構外搬出をゼロとした。 

撤去鋼材および健全な消波ブロックは，有価物と

して売却し工事費の抑制を図るとともに，これら以

外にも工事に伴って発生した廃棄物は，分別を行い

中間処理場で処理することで，工事全体でのリサイ

クル率は 98％に達している。 

９．おわりに 

3 号系列の建設にあたっは，設計・施工の両面にわ

たり多様な検討を行い，工事費低減，工期短縮，環境

負荷低減などを図ってきた。 

工事の全体進捗率は約 64％（H27/1 末現在）となっ

ており，発電は当初予定より約半年早めて平成 27 年

12 月に開始する予定である。 

写真－１ HRSG コンクリート打設状

可動式全天候養生屋根 

H=5.6m 

写真－3 LNG 防液堤スライド型枠 
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